歴史地震研究会2012～2013年度　第6回幹事会
日時：2013年9月6日17：00～19：30
於：地震予知総合研究振興会
参加者：武村・松浦・諸井・内田・都築・金田・林・小松原・石辺・中村・永井
Ⅰ　秋田大会について
・功績賞受賞者からは参加費は徴収しない、功績賞受賞者の旅費は財政幹事が現金を準備して支払う。
・講演要旨集・巡検案内書は現在印刷中。原稿の書式は一定でないが、来年は統一書式を作ったほうがよい。講演要旨集の電子ファイルを編集幹事に送ること。
・座長(タイムキーパー兼務)は以下の方に依頼する
1. 台湾の地震：水田会員
2. 九州・近畿の地震・津波・噴火：松浦会員
3. 南海トラフの地震(前半)：宍倉会員
4. 南海トラフの地震(後半1)：石橋会員
5. 南海トラフの地震(後半2)：藤原会員　
6. 中部地方の地震：行谷会員
7. 関東の地震：石辺会員　
8. 日本海の地震と津波：諸井会員
9. 東北の地震・津波・噴火：西山会員　
10. 土砂災害及び地震全般：武村会員
・東大出版会および井上会員の本のブースは受付脇に机を並べる。
・ポスターは壁に磁石かテープで張り付けて発表。
・公開講演会の最初の挨拶は秋田大学地域創生センター長に依頼中、司会は林行事幹事が担当する。
・公開講演会の要旨は前日までに印刷する。
・公開講演会のポスターの大きさを測り、松浦副会長に連絡すること。
・巡検下見の結果、二ツ井地震の跡を訪ねることは時間的に無理と判明した。その旨mushaとHPを通じて会員に連絡する。
・巡検で日本海中部地震の話をしていただく工藤先生には謝金を支払う。
・巡検参加者の保険は加入手続き済み
・懇親会は会場確保済み、当日飛び込み参加も受け入れる。
・懇親会の司会は水田行事委員に依頼済み。
・来賓は功績賞受賞者、秋田大学地域創生センター長の2名。
・功績賞表彰の司会は松浦副会長が行う。功績賞受賞者に一言言っていただく旨、副会長から依頼する。
・アルバイトは秋田大学の学生2名を確保済み。13日の会場設営等を含め1人2万円支払う。
・アルバイト経費のほか、切手・封筒代は研究会が支払う。
・参加登録者・当日参加者の領収証(押印)は完成。
・巡検当日費用・昼食代などの現金は諸井財政幹事が保管する。バス会社からの請求書はかなり遅い時期に発送される可能性が高い。
・13日(大会前日)の16時に秋田大学教育文化学部3号館255室に集合し、会場設営を行う。
・公開講演会のポスターは14日朝持ち込み予定。
・大会用品1式を11日必着で林研究室に送ること。
Ⅱ　総会対応
・総会の冒頭も松浦副会長が功績賞表彰式のことを会員に伝える。
・総会資料は完成版を早期に作成し、回覧すること。
・長期滞納者対応：会費の長期滞納者は除名扱いとするが滞納分を総会までに完済した場合は通常の退会者とする。
Ⅲ　入退会者報告
・角野由夫氏・松田恵氏・石川有三氏の退会を承認
・松崎伸一氏・安田容子氏・高野靖彦氏・中井春香氏・二木敬右氏・文屋信太郎氏の入会を承認
Ⅳ　2014年大会について
　2014年大会は9月20日～22日に名古屋大学減災館で行う。
　
Ⅴ　2015年大会について
　2015年大会は京丹後市で行う方向で調整する。
Ⅵ　2013～14年度予算案について
　功績賞関連費10万円、会誌アーカイブ化関連費10万円を新たに計上するなど予算案の見直しを行った。
Ⅶ　JST対応について
・JST(科学技術振興機構)から歴史地震のWeb版をJSTのデータベースに取り込みたいという申請が来ている。これにどう対応するか議論した。
・金田編集出版幹事がこの件のまとめ役となり次年度継続審議することに決まる。
Ⅷ　編集出版委員会報告
・7月末に歴史地震28号を発行、480部印刷し、会員260名、無償配布197機関に発送。
・9月17日に予定していた編集委員会は延期。
　
Ⅸ　広報委員会報告
・秋田大会の第2報をHPに掲載。
・新たに 2名がmushaに登録
・地方史研究会から会誌が寄贈された。この表紙をHP上に掲載すること。
Ⅹ　著作権譲渡について
　17号(2001年)以前の会誌をHPに掲載するにあたって、著者からの著作権譲渡が必要となる。この件について可能な限り著者に連絡をとって承認を受けること。小松原総務幹事がこの件を担当。
